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新

年

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

地

区

協

会

及

び

特

別

会

員

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

お

健

や

か

に

新

年

を

迎

え

ら

れ

た

事

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

旧

年

中

は

、

東

京

都

防

衛

協

会

に

対

し

、

深

い

ご

理

解

と

献

身

的

な

ご

支

援

・

ご

協

力

を

賜

り

、

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

昨

年

は

、

一

昨

年

6

月

の

府

中

市

防

衛

協

会

創

設

に

続

き

、

10

月

に

多

摩

市

防

衛

協

会

が

創

設

さ

れ

ま

し

た

。

協

会

の

設

立

に

ご

尽

力

い

た

だ

い

た

方

々

に

敬

意

を

表

し

ま

す

。

ま

た

、

東

京

都

防

衛

協

会

及

び

そ

れ

ぞ

れ

の

地

区

協

会

に

お

い

て

も

事

業

を

計

画

通

り

に

行

う

こ

と

が

で

き

て

お

り

、

嬉

し

く

、

か

つ

頼

も

し

く

思

っ

て

い

ま

す

。

さ

て

、

今

年

の

最

大

の

関

心

事

は

来

る

１

月

20

日

に

誕

生

す

る

米

国

に

お

け

る

ト

ラ

ン

プ

大

統

領

政

権

の

誕

生

で

し

ょ

う

。

『
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メ
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の

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

表

れ

て

い

る

と

お

り

自

国

の

安

定

と

繁

栄

を

最

優

先

す

る

政

策

を

打

ち

出

す

こ

と

が

予

期

さ

れ

て

い

ま

す

。

我

々

は

こ

の

機

会

を

捉

え

て

、

日

米

同

盟

を

基

軸

と

し

つ

つ

も

、

国

民

一

人

ひ

と

り

が

自

ら

の

国

は

自

ら

で

守

る

精

神

を

堅

持

し

、

我

が

国

及

び

そ

の

周

辺

に

お

け

る

有

事

と

一

方

的

な

現

状

変

更

の

試

み

を

抑

止

す

る

こ

と

が

極

め

て

重

要

で

す

。

政

府

は

そ

の

た

め

に

は

外

交

力

、

防

衛

力

、

経

済

力

、

技

術

力

、

情

報

力

な

ど

総

合

的

な

国

力

を

そ

の

手

段

と

し

て

有

機

的

、

か

つ

効

率

的

に

用

い

る

こ

と

と

し

て

お

り

、

そ

の

一

環

と

し

て

防

衛

力

を

抜

本

的

に

強

化

す

る

こ

と

と

さ

れ

ま

し

た

。

防

衛

に

お

い

て

も

、

防

災

に

お
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て

も

、

警

察

、

消

防

、

自

衛

隊

な

ど

に

よ

る

『

公

助

』

だ

け

で

は

為

し

得

ま

せ

ん

。

国

民

一

人

ひ

と

り

の

取

り

組

み

や

努
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に

よ

る

『

自

助

』

と

防

衛

協

会

や

自

治

会

、

同

窓

会

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

に

よ

る

『

共

助

』

が

必

要

で

あ

り

、

こ

れ

ら

３

つ

の

備

え

と

活

動

が

あ

っ

て

始

め

て

平

和

な

生

活

、

安

心

し

た

暮

ら

し

が

実

現

す

る

の

で

す

。

我

々

防

衛

協

会

及

び

そ

の

会

員

の

一

人
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と

り

の

行

動

が

警

察

、

消

防

、

自

衛

隊

の

活

動

と

相

ま

っ

て

我

が

国

の

防

衛

と

地

域

の

防

災

、

防

犯

等

に

大

き

く

寄

与
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て

い

る

こ

と

を

改

め

て

胸

に

刻

ん

で

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。加

え

て

防

衛

省

・

自

衛

隊

は

長

年

に

わ

た

り

各

種

の

活

動

実

績

を

積

み

上

げ

国

民

の

認

知

度

が

格

段

に

向

上

し

ま

し

た

。

し
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な

が
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現

在

、

隊
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の

募

集
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に

直

面
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と

承
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い
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。
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と
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も
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の
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僚

会
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を
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置
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、
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和
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年

度

予

算

に

新

し
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事

業

や

制

度

を

盛

り
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べ

く

尽

力
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す

。

我
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と
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も
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員

の
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に

こ

れ
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で

以

上

に
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力
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と

共

に

自

衛

隊

員

が
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と
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り

が

持
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る

よ

う

に
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法

の

改
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は
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と

す

る

様
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な
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り

組

み

を
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て

い

く

必

要

が

あ

り
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す

。

東

京

都
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会

は

各

地

区

協

会

と

の
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を

更

に

深

め
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と

共

に

、

特
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会
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の
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と

も

力

を
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せ

、

我
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に

期

待
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な
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の

実

現

に

向
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事

業
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く
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。
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皆
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の
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を
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。
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、
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に
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だ
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、
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都
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の
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も

事

業
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画
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こ

と
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、

嬉
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く

、

か
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も

し

く

思
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す

。
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、
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の

最

大

の

関

心

事

は
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１
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20

日

に
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米
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の

ス

ロ
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ガ

ン

に

表

れ

て

い

る

と

お

り

自

国

の

安

定

と

繁

栄

を

最

優

先

す

る

政

策

を

打

ち

出

す

こ

と

が

予

期

さ

れ

て

い

ま

す

。

我

々

は

こ

の

機

会

を

捉

え

て

、

日

米

同

盟

を

基

軸

と

し

つ

つ

も

、

国

民

一

人

ひ

と

り

が

自

ら

の

国

は

自

ら

で

守

る

精

神

を

堅

持

し

、

我

が

国

及

び

そ

の

周

辺

に

お

け

る

有

事

と

一

方

的

な

現

状

変

更

の

試

み

を

抑

止

す

る

こ

と

が

極

め

て

重

要

で

す

。

政

府

は

そ

の

た

め

に

は

外

交

力

、

防

衛

力

、

経

済

力

、

技

術

力

、

情

報

力

な

ど

総

合

的

な

国

力

を

そ

の

手

段

と

し

て

有

機

的

、

か

つ

効

率

的

に

用

い

る

こ

と

と

し

て

お

り

、

そ

の

一

環

と

し

て

防

衛

力

を

抜

本

的

に

強

化

す

る

こ

と

と

さ

れ

ま

し

た

。

防

衛

に

お

い

て

も

、

防

災

に

お

い

て

も

、

警

察

、

消

防

、

自

衛

隊

な

ど

に

よ

る

『

公

助

』

だ

け

で

は

為

し

得

ま

せ

ん

。

国

民

一

人

ひ

と

り

の

取

り

組

み

や

努

力

に

よ

る

『

自

助

』

と

防

衛

協

会

や

自

治

会

、

同

窓

会

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

に

よ

る

『

共

助

』

が

必

要

で

あ

り

、

こ

れ

ら

３

つ

の

備

え

と

活

動

が

あ

っ

て

始

め

て

平

和

な

生

活

、

安

心

し

た

暮

ら

し

が

実

現

す

る

の

で

す

。

我

々

防

衛

協

会

及

び

そ

の

会

員

の

一

人

ひ

と

り

の

行

動

が

警

察

、

消

防

、

自

衛

隊

の

活

動

と

相

ま

っ

て

我

が

国

の

防

衛

と

地

域

の

防

災

、

防

犯

等

に

大

き

く

寄

与
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て

い

る

こ

と

を

改

め

て

胸

に

刻

ん

で

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。加

え

て

防

衛

省

・

自

衛

隊

は

長

年

に

わ

た

り

各

種

の

活

動

実

績

を

積

み

上

げ

国

民

の

認

知

度

が

格

段

に

向

上

し

ま

し

た

。

し

か

し

な
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ら

現

在

、

隊

員

の

募

集

難

に

直

面

し

て

い

る

と

承

知

し

て

い

ま

す

。

政

府

と

し

て

も

自
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隊

員

の
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遇
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閣

僚

会
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を

新

た

に
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置
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、
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予

算

に

新
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事

業

や

制

度

を
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り

込

む

べ

く

尽

力
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れ

て

い

ま

す

。

我

々

と

し

て

も

隊

員

の

募

集

に

こ

れ

ま

で

以

上

に

協

力

す

る

と
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に
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隊

員

が
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誉

と
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り

が
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る

よ
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に
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の
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と
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る
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な
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り

組

み

を
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て

い

く
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。
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都
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各

地
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と

の
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に
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と
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に

、

特

別

会

員

の
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と

も

力

を

合

わ

せ

、

我
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に

期

待
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れ
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い

る
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要

な
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の
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現

に

向

け

て

各

種

事

業

を
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進

し
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い

く

所
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で
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。
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き

続

き

皆

様

の
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支
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・

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

最

後

に

、

各

地

区

協

会

及

び

特

別

会

員

の

皆

様

の

益

々

の

ご

発

展

と

ご

健

勝

を

祈

念

し

て

新

年

の

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

「

期

待

が

高

ま

る

東

京

都

防

衛

協

会

の

役

割

」

東

京

都

防

衛

協

会

会

長

大

宮

英

明

「

期

待

が

高

ま

る

東

京

都

防

衛

協

会

の

役

割

」

東

京

都

防

衛

協

会

会

長

大

宮

英

明

東

京

都

防

衛

協

会

の

会

員

及

び

ご

家

族

の

皆

様

、

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

昨

年

８

月

に

、

第

41

代

第

１

師

団

長

を

拝

命

し

、

そ

の

任

務

の

厳

し

さ

と

重

要

性

に

身

の

引

き

締

ま

る

思

い

を

感

じ

て

お

り

ま

す

。

昨

今

の

安

全

保

障

環

境

は

依

然

厳

し

い

状

況

と

言

わ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

我

が

国

は

、

国

際

秩

序

や

法

の

支

配

を

重

ん

じ

る

こ

と

よ

り

も

、

現

状

を

力

に

よ

り

変

え

よ

う

と

す

る

国

々

に

囲

ま

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

よ

う

な

情

勢

の

中

、

昨

年

、

第

１

師

団

は

担

任

す

る

１

都

６

県

を

断

固

と

し

て

守

り

抜

く

た

め

、

陸

上

自

衛

隊

演

習

等

厳

し

い

訓

練

を

積

み

重

ね

る

と

と

も

に

、

令

和

６

年

度

防

衛

省

・

自

衛

隊

70

周

年

記

念

観

閲

式

な

ど

の

任

務

を

完

遂

し

ま

し

た

。

陰

に

日

向

に

、

一

人

一

人

の

隊

員

の

真

摯

な

取

り

組

み

に

心

か

ら

敬

意

を

表

し

ま

す

。

そ

し

て

お

支

え

頂

い

て

い

る

ご

家

族

の

皆

様

、

地

域

の

皆

様

に

改

め

て

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。私

た

ち

第

１

師

団

の

隊

員

が

こ

こ

に

存

在

し

、

厳

し

い

任

務

を

遂

行

で

き

ま

す

の

は

、

皆

様

の

信

頼

が

あ

っ

て

こ

そ

だ

と

思

い

ま

す

。

そ

し

て

皆

様

の

信

頼

を

得

る

た

め

に

は

、

私

た

ち

が

幸

せ

で

あ

る

こ

と

が

と

て

も

大

切

な

こ

と

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

一

人

一

人

の

隊

員

が

夢

や

目

標

に

向

か

っ

て

挑

戦

し

、

そ

の

達

成

を

喜

び

合

え

る

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

お

互

い

に

人

格

を

尊

重

し

あ

え

る

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

の

な

い

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

家

族

を

大

事

に

で

き

る

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

隊

員

の

安

全

や

命

を

大

事

に

す

る

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

仲

間

の

幸

せ

に

関

心

を

寄

せ

あ

う

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

し

て

国

民

の

皆

様

を

断

固

と

し

て

お

守

り

す

る

高

い

志

と

強

さ

、

そ

し

て

誇

り

を

持

っ

た

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

本

年

も

第

一

師

団

は

、

隊

員

一

人

一

人

の

幸

せ

に

関

心

を

持

ち

つ

つ

、

さ

ら

に

訓

練

に

励

み

、

高

く

飛

躍

す

る

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

ど

う

ぞ

ご

支

援

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

新

し

い

年

が

皆

様

に

と

り

ま

し

て

、

輝

か

し

い

幸

せ

な

年

で

あ

り

ま

す

よ

う

祈

念

申

し

上

げ

、

年

頭

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

会

員

及

び

ご

家

族

の

皆

様

、

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

昨

年

８

月

に

、

第

41

代

第

１

師

団

長

を

拝

命

し

、

そ

の

任

務

の

厳

し

さ

と

重

要

性

に

身

の

引

き

締

ま

る

思

い

を

感

じ

て

お

り

ま

す

。

昨

今

の

安

全

保

障

環

境

は

依

然

厳

し

い

状

況

と

言

わ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

我

が

国

は

、

国

際

秩

序

や

法

の

支

配

を

重

ん

じ

る

こ

と

よ

り

も

、

現

状

を

力

に

よ

り

変

え

よ

う

と

す

る

国

々

に

囲

ま

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

よ

う

な

情

勢

の

中

、

昨

年

、

第

１

師

団

は

担

任

す

る

１

都

６

県

を

断

固

と

し

て

守

り

抜

く

た

め

、

陸

上

自

衛

隊

演

習

等

厳

し

い

訓

練

を

積

み

重

ね

る

と

と

も

に

、

令

和

６

年

度

防

衛

省

・

自

衛

隊

70

周

年

記

念

観

閲

式

な

ど

の

任

務

を

完

遂

し

ま

し

た

。

陰

に

日

向

に

、

一

人

一

人

の

隊

員

の

真

摯

な

取

り

組

み

に

心

か

ら

敬

意

を

表

し

ま

す

。

そ

し

て

お

支

え

頂

い

て

い

る

ご

家

族

の

皆

様

、

地

域

の

皆

様

に

改

め

て

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。私

た

ち

第

１

師

団

の

隊

員

が

こ

こ

に

存

在

し

、

厳

し

い

任

務

を

遂

行

で

き

ま

す

の

は

、

皆

様

の

信

頼

が

あ

っ

て

こ

そ

だ

と

思

い

ま

す

。

そ

し

て

皆

様

の

信

頼

を

得

る

た

め

に

は

、

私

た

ち

が

幸

せ

で

あ

る

こ

と

が

と

て

も

大

切

な

こ

と

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

一

人

一

人

の

隊

員

が

夢

や

目

標

に

向

か

っ

て

挑

戦

し

、

そ

の

達

成

を

喜

び

合

え

る

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

お

互

い

に

人

格

を

尊

重

し

あ

え

る

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

の

な

い

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

家

族

を

大

事

に

で

き

る

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

隊

員

の

安

全

や

命

を

大

事

に

す

る

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

仲

間

の

幸

せ

に

関

心

を

寄

せ

あ

う

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

し

て

国

民

の

皆

様

を

断

固

と

し

て

お

守

り

す

る

高

い

志

と

強

さ

、

そ

し

て

誇

り

を

持

っ

た

職

場

で

あ

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

本

年

も

第

一

師

団

は

、

隊

員

一

人

一

人

の

幸

せ

に

関

心

を

持

ち

つ

つ

、

さ

ら

に

訓

練

に

励

み

、

高

く

飛

躍

す

る

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

ど

う

ぞ

ご

支

援

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

新

し

い

年

が

皆

様

に

と

り

ま

し

て

、

輝

か

し

い

幸

せ

な

年

で

あ

り

ま

す

よ

う

祈

念

申

し

上

げ

、

年

頭

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

「

任

務

は

遂

行

で

き

て

い

る

か

？

」

「

隊

員

は

幸

せ

か

？

」

第

１

師

団

師

団

長

鳥

海

誠

司

陸

将

「

任

務

は

遂

行

で

き

て

い

る

か

？

」

「

隊

員

は

幸

せ

か

？

」

第

１

師

団

師

団

長

鳥

海

誠

司

陸

将

新

年

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

ご

家

族

も

含

め

、

お

健

や

か

に

新

年

を

お

迎

え

の

こ

と

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

旧

年

中

は

、

東

京

地

本

に

対

し

ま

し

て

格

別

の

ご

支

援

、

ご

協

力

を

賜

り

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

昨

年

10

月

、

「

自

衛

官

の

処

遇

・

勤

務

環

境

の

改

善

及

び

新

た

な

生

涯

設

計

の

確

立

に

関

す

る

関

係

閣

僚

会

議

」

が

設

置

さ

れ

、

年

末

に

か

け

て

各

会

合

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

本

関

係

閣

僚

会

議

で

の

成

果

が

今

後

、

ス

ピ

ー

ド

感

を

も

っ

て

採

用

広

報

活

動

な

ど

に

必

要

な

事

項

と

し

て

制

度

化

さ

れ

、

各

種

施

策

が

推

進

さ

れ

る

も

の

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

さ

て

、

地

本

の

３

本

柱

で

あ

る

募

集

、

援

護

、

予

備

自

業

務

を

取

り

巻

く

環

境

で

す

が

、

少

子

化

、

高

学

歴

化

、

雇

用

情

勢

の

回

復

等

に

よ

り

、

人

材

確

保

競

争

が

激

化

す

る

等

の

極

め

て

厳

し

い

環

境

下

に

あ

り

ま

す

。

特

に

募

集

業

務

に

お

い

て

は

、

ほ

と

ん

ど

の

採

用

種

目

で

志

願

者

の

減

少

が

継

続

し

た

昨

年

度

と

比

較

し

て

も

、

志

願

者

・

合

格

者

が

減

少

し

て

お

り

、

更

に

厳

し

い

状

況

に

あ

る

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

戦

後

最

も

厳

し

く

複

雑

な

安

全

保

障

環

境

に

直

面

し

て

い

る

我

が

国

が

、

安

全

保

障

上

の

脅

威

に

確

実

に

対

応

し

得

る

防

衛

力

を

所

望

の

時

期

ま

で

に

構

築

す

べ

く

、

令

和

４

年

末

に

安

保

三

文

書

が

策

定

さ

れ

ま

し

た

が

、

防

衛

力

の

中

核

で

あ

る

自

衛

隊

の

能

力

を

発

揮

す

る

た

め

の

人

的

基

盤

の

強

化

は

最

も

重

要

と

言

え

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

状

況

下

、

東

京

地

本

は

人

口

が

集

中

す

る

東

京

都

に

お

い

て

最

大

限

の

募

集

力

を

発

揮

し

、

今

の

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

人

的

基

盤

の

整

備

に

努

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

の

上

で

、

東

京

都

の

特

性

を

踏

ま

え

た

各

種

の

施

策

を

提

言

す

る

役

割

か

ら

全

国

地

本

募

集

案

内

所

な

ど

の

フ

ラ

ッ

グ

シ

ッ

プ

と

な

り

得

る

、

採

用

広

報

効

果

の

飛

躍

的

な

増

大

が

見

込

ま

れ

る

渋

谷

駅

周

辺

再

開

発

地

域

へ

の

募

集

案

内

所

の

移

転

の

検

討

や

、

各

施

策

の

具

体

化

に

向

け

た

現

場

の

声

を

上

級

部

隊

な

ど

に

発

信

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

東

京

地

本

は

、

職

務

に

対

す

る

誇

り

を

も

っ

て

諸

先

輩

方

が

築

い

て

こ

ら

れ

た

68

年

の

歴

史

を

し

っ

か

り

と

継

承

し

、

東

京

地

本

職

員

に

対

す

る

私

の

要

望

事

項

で

も

あ

る

「

熱

意

と

創

意

」

を

も

っ

て

募

集

、

援

護

、

予

備

自

衛

官

等

の

各

種

目

標

を

達

成

す

る

と

と

も

に

、

「

全

国

筆

頭

地

本

」

の

地

位

を

深

く

心

に

刻

み

、

専

心

職

務

に

邁

進

す

る

所

存

で

す

。

結

び

に

、

皆

様

の

本

年

の

ご

多

幸

と

ご

健

勝

を

祈

念

し

ま

す

と

と

も

に

、

変

わ

ら

ぬ

ご

支

援

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

、

新

年

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

新

年

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

ご

家

族

も

含

め

、

お

健

や

か

に

新

年

を

お

迎

え

の

こ

と

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

旧

年

中

は

、

東

京

地

本

に

対

し

ま

し

て

格

別

の

ご

支

援

、

ご

協

力

を

賜

り

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

昨

年

10

月

、

「

自

衛

官

の

処

遇

・

勤

務

環

境

の

改

善

及

び

新

た

な

生

涯

設

計

の

確

立

に

関

す

る

関

係

閣

僚

会

議

」

が

設

置

さ

れ

、

年

末

に

か

け

て

各

会

合

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

本

関

係

閣

僚

会

議

で

の

成

果

が

今

後

、

ス

ピ

ー

ド

感

を

も

っ

て

採

用

広

報

活

動

な

ど

に

必

要

な

事

項

と

し

て

制

度

化

さ

れ

、

各

種

施

策

が

推

進

さ

れ

る

も

の

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

さ

て

、

地

本

の

３

本

柱

で

あ

る

募

集

、

援

護

、

予

備

自

業

務

を

取

り

巻

く

環

境

で

す

が

、

少

子

化

、

高

学

歴

化

、

雇

用

情

勢

の

回

復

等

に

よ

り

、

人

材

確

保

競

争

が

激

化

す

る

等

の

極

め

て

厳

し

い

環

境

下

に

あ

り

ま

す

。

特

に

募

集

業

務

に

お

い

て

は

、

ほ

と

ん

ど

の

採

用

種

目

で

志

願

者

の

減

少

が

継

続

し

た

昨

年

度

と

比

較

し

て

も

、

志

願

者

・

合

格

者

が

減

少

し

て

お

り

、

更

に

厳

し

い

状

況

に

あ

る

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

戦

後

最

も

厳

し

く

複

雑

な

安

全

保

障

環

境

に

直

面

し

て

い

る

我

が

国

が

、

安

全

保

障

上

の

脅

威

に

確

実

に

対

応

し

得

る

防

衛

力

を

所

望

の

時

期

ま

で

に

構

築

す

べ

く

、

令

和

４

年

末

に

安

保

三

文

書

が

策

定

さ

れ

ま

し

た

が

、

防

衛

力

の

中

核

で

あ

る

自

衛

隊

の

能

力

を

発

揮

す

る

た

め

の

人

的

基

盤

の

強

化

は

最

も

重

要

と

言

え

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

状

況

下

、

東

京

地

本

は

人

口

が

集

中

す

る

東

京

都

に

お

い

て

最

大

限

の

募

集

力

を

発

揮

し

、

今

の

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

人

的

基

盤

の

整

備

に

努

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

の

上

で

、

東

京

都

の

特

性

を

踏

ま

え

た

各

種

の

施

策

を

提

言

す

る

役

割

か

ら

全

国

地

本

募

集

案

内

所

な

ど

の

フ

ラ

ッ

グ

シ

ッ

プ

と

な

り

得

る

、

採

用

広

報

効

果

の

飛

躍

的

な

増

大

が

見

込

ま

れ

る

渋

谷

駅

周

辺

再

開

発

地

域

へ

の

募

集

案

内

所

の

移

転

の

検

討

や

、

各

施

策

の

具

体

化

に

向

け

た

現

場

の

声

を

上

級

部

隊

な

ど

に

発

信

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

東

京

地

本

は

、

職

務

に

対

す

る

誇

り

を

も

っ

て

諸

先

輩

方

が

築

い

て

こ

ら

れ

た

68

年

の

歴

史

を

し

っ

か

り

と

継

承

し

、

東

京

地

本

職

員

に

対

す

る

私

の

要

望

事

項

で

も

あ

る

「

熱

意

と

創

意

」

を

も

っ

て

募

集

、

援

護

、

予

備

自

衛

官

等

の

各

種

目

標

を

達

成

す

る

と

と

も

に

、

「

全

国

筆

頭

地

本

」

の

地

位

を

深

く

心

に

刻

み

、

専

心

職

務

に

邁

進

す

る

所

存

で

す

。

結

び

に

、

皆

様

の

本

年

の

ご

多

幸

と

ご

健

勝

を

祈

念

し

ま

す

と

と

も

に

、

変

わ

ら

ぬ

ご

支

援

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

、

新

年

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

「

熱

意

と

創

意

」

を

も

っ

て

東

京

地

方

協

力

本

部

本

部

長

横

田

紀

子

陸

将

補

「

熱

意

と

創

意

」

を

も

っ

て

東

京

地

方

協

力

本

部

本

部

長

横

田

紀

子

陸

将

補



協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

足

立

地

域

事

務

所

（

所

長

辻

本

２

陸

尉

）

は

10

月

下

旬

か

ら

11

月

初

旬

に

か

け

て

３

週

連

続

で

足

立

区

内

に

あ

る

大

学

の

学

園

祭

に

参

加

し

た

。

本

事

業

の

経

緯

は

、

昨

年

度

、

足

立

地

域

事

務

所

が

担

当

す

る

帝

京

科

学

大

学

の

学

生

と

の

接

点

を

発

端

と

し

て

、

学

園

祭

実

行

委

員

と

の

交

流

に

つ

な

げ

、

同

大

学

の

学

園

祭

（

桜

科

祭

）

へ

募

集

広

報

ブ

ー

ス

を

出

展

す

る

こ

と

が

で

き

た

こ

と

を

モ

デ

ル

ケ

ー

ス

と

し

、

今

年

度

は

担

当

地

域

内

の

他

の

大

学

の

学

園

祭

に

も

募

集

広

報

ブ

ー

ス

を

出

展

し

よ

う

と

い

う

目

標

を

立

て

、

担

当

地

域

の

大

学

生

に

対

し

て

部

隊

見

学

や

ヘ

リ

の

体

験

搭

乗

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

を

活

用

し

つ

つ

関

係

を

構

築

し

、

東

京

電

機

大

学

及

び

文

教

大

学

の

学

園

祭

へ

の

参

加

を

達

成

す

る

こ

と

が

で

き

た

も

の

で

あ

る

。

そ

の

結

果

、

10

月

第

４

週

の

帝

京

科

学

大

学

（

桜

科

祭

）

を

皮

切

り

と

し

て

、

11

月

第

１

週

に

は

東

京

電

機

大

学

（

旭

祭

）

、

11

月

第

２

週

に

は

文

教

大

学

（

華

叉

祭

）

と

、

３

週

連

続

で

学

園

祭

に

募

集

広

報

ブ

ー

ス

の

出

展

を

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

各

日

の

自

衛

隊

募

集

広

報

ブ

ー

ス

に

て

、

帝

京

科

学

大

学

で

は

会

場

入

り

口

に

お

い

て

第

１

普

通

科

連

隊

か

ら

支

援

を

受

け

た

軽

装

甲

機

動

車

を

展

示

し

た

り

、

東

京

電

機

大

学

で

は

迷

路

内

に

ブ

ー

ス

を

開

設

し

た

り

、

文

教

大

学

で

は

構

内

の

ダ

ン

ス

大

会

会

場

に

お

い

て

ト

ウ

チ

君

に

よ

る

広

報

を

実

施

す

る

等

各

大

学

で

そ

れ

ぞ

れ

特

徴

の

あ

る

出

展

を

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

足

立

地

域

事

務

所

は

、

今

後

も

各

大

学

と

関

係

を

構

築

し

文

化

祭

等

の

場

を

活

用

し

た

広

報

活

動

を

実

施

し

て

、

よ

り

多

く

の

学

生

に

自

衛

隊

の

魅

力

を

伝

え

て

い

く

と

し

て

い

る

。

東

京

地

方

協

力

本

部

豊

島

出

張

所

（

所

長

岩

澤

１

尉

）

は

11

月

９

日

、

新

宿

区

立

四

谷

中

学

校

に

お

い

て

、

第

１

普

通

科

連

隊

第

４

中

隊

の

支

援

を

受

け

、

新

宿

区

が

14

年

ぶ

り

に

開

催

す

る

総

合

防

災

訓

練

に

参

加

し

た

。

本

訓

練

は

、

警

視

庁

四

谷

警

察

署

、

東

京

消

防

庁

四

谷

消

防

署

及

び

自

衛

隊

の

ほ

か

各

機

関

や

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

事

業

各

団

体

が

ブ

ー

ス

を

開

設

し

て

、

災

害

時

に

使

用

す

る

装

備

・

器

材

の

展

示

を

行

う

と

と

も

に

、

「

演

習

」

と

し

て

、

震

災

後

の

消

火

～

救

出

～

搬

送

～

応

急

救

護

に

至

る

一

連

の

行

動

を

再

現

す

る

な

ど

、

近

隣

の

住

民

の

方

を

対

象

と

し

て

防

災

意

識

の

高

揚

を

図

っ

た

。

自

衛

隊

ブ

ー

ス

で

は

、

救

助

救

出

訓

練

と

し

て

担

架

搬

送

や

止

血

法

の

体

験

、

高

機

動

車

及

び

偵

察

用

オ

ー

ト

バ

イ

の

装

備

品

展

示

、

災

害

派

遣

セ

ッ

ト

の

操

作

体

験

並

び

に

Ｖ

Ｒ

体

験

を

行

っ

た

。

来

場

者

は

隊

員

の

説

明

を

受

け

た

り

写

真

を

撮

っ

た

り

し

て

興

味

津

々

の

様

子

で

あ

っ

た

。

特

に

装

備

品

展

示

が

大

変

好

評

で

、

偵

察

用

オ

ー

ト

バ

イ

に

ま

た

が

り

な

が

ら

「

排

気

量

は

何

Ｃ

Ｃ

で

す

か

？

」

と

い

う

質

問

や

、

「

こ

れ

で

災

害

派

遣

に

行

く

の

で

す

ね

。

お

疲

れ

様

で

す

。

」

な

ど

、

応

援

を

い

た

だ

く

場

面

も

あ

り

、

自

衛

隊

の

活

動

を

ご

理

解

頂

け

て

い

る

と

肌

で

感

じ

る

こ

と

が

で

き

た

。

豊

島

出

張

所

は

、

今

後

も

地

域

の

イ

ベ

ン

ト

に

積

極

的

に

参

加

し

、

防

災

意

識

の

高

揚

に

貢

献

す

る

と

と

も

に

、

幅

広

い

層

に

自

衛

隊

を

認

知

し

て

い

た

だ

く

た

め

、

活

動

を

継

続

す

る

と

し

て

い

る

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

足

立

地

域

事

務

所

（

所

長

辻

本

２

陸

尉

）

は

10

月

下

旬

か

ら

11

月

初

旬

に

か

け

て

３

週

連

続

で

足

立

区

内

に

あ

る

大

学

の

学

園

祭

に

参

加

し

た

。

本

事

業

の

経

緯

は

、

昨

年

度

、

足

立

地

域

事

務

所

が

担

当

す

る

帝

京

科

学

大

学

の

学

生

と

の

接

点

を

発

端

と

し

て

、

学

園

祭

実

行

委

員

と

の

交

流

に

つ

な

げ

、

同

大

学

の

学

園

祭

（

桜

科

祭

）

へ

募

集

広

報

ブ

ー

ス

を

出

展

す

る

こ

と

が

で

き

た

こ

と

を

モ

デ

ル

ケ

ー

ス

と

し

、

今

年

度

は

担

当

地

域

内

の

他

の

大

学

の

学

園

祭

に

も

募

集

広

報

ブ

ー

ス

を

出

展

し

よ

う

と

い

う

目

標

を

立

て

、

担

当

地

域

の

大

学

生

に

対

し

て

部

隊

見

学

や

ヘ

リ

の

体

験

搭

乗

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

を

活

用

し

つ

つ

関

係

を

構

築

し

、

東

京

電

機

大

学

及

び

文

教

大

学

の

学

園

祭

へ

の

参

加

を

達

成

す

る

こ

と

が

で

き

た

も

の

で

あ

る

。

そ

の

結

果

、

10

月

第

４

週

の

帝

京

科

学

大

学

（

桜

科

祭

）

を

皮

切

り

と

し

て

、

11

月

第

１

週

に

は

東

京

電

機

大

学

（

旭

祭

）

、

11

月

第

２

週

に

は

文

教

大

学

（

華

叉

祭

）

と

、

３

週

連

続

で

学

園

祭

に

募

集

広

報

ブ

ー

ス

の

出

展

を

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

各

日

の

自

衛

隊

募

集

広

報

ブ

ー

ス

に

て

、

帝

京

科

学

大

学

で

は

会

場

入

り

口

に

お

い

て

第

１

普

通

科

連

隊

か

ら

支

援

を

受

け

た

軽

装

甲

機

動

車

を

展

示

し

た

り

、

東

京

電

機

大

学

で

は

迷

路

内

に

ブ

ー

ス

を

開

設

し

た

り

、

文

教

大

学

で

は

構

内

の

ダ

ン

ス

大

会

会

場

に

お

い

て

ト

ウ

チ

君

に

よ

る

広

報

を

実

施

す

る

等

各

大

学

で

そ

れ

ぞ

れ

特

徴

の

あ

る

出

展

を

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

足

立

地

域

事

務

所

は

、

今

後

も

各

大

学

と

関

係

を

構

築

し

文

化

祭

等

の

場

を

活

用

し

た

広

報

活

動

を

実

施

し

て

、

よ

り

多

く

の

学

生

に

自

衛

隊

の

魅

力

を

伝

え

て

い

く

と

し

て

い

る

。

東

京

地

方

協

力

本

部

豊

島

出

張

所

（

所

長

岩

澤

１

尉

）

は

11

月

９

日

、

新

宿

区

立

四

谷

中

学

校

に

お

い

て

、

第

１

普

通

科

連

隊

第

４

中

隊

の

支

援

を

受

け

、

新

宿

区

が

14

年

ぶ

り

に

開

催

す

る

総

合

防

災

訓

練

に

参

加

し

た

。

本

訓

練

は

、

警

視

庁

四

谷

警

察

署

、

東

京

消

防

庁

四

谷

消

防

署

及

び

自

衛

隊

の

ほ

か

各

機

関

や

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

事

業

各

団

体

が

ブ

ー

ス

を

開

設

し

て

、

災

害

時

に

使

用

す

る

装

備

・

器

材

の

展

示

を

行

う

と

と

も

に

、

「

演

習

」

と

し

て

、

震

災

後

の

消

火

～

救

出

～

搬

送

～

応

急

救

護

に

至

る

一

連

の

行

動

を

再

現

す

る

な

ど

、

近

隣

の

住

民

の

方

を

対

象

と

し

て

防

災

意

識

の

高

揚

を

図

っ

た

。

自

衛

隊

ブ

ー

ス

で

は

、

救

助

救

出

訓

練

と

し

て

担

架

搬

送

や

止

血

法

の

体

験

、

高

機

動

車

及

び

偵

察

用

オ

ー

ト

バ

イ

の

装

備

品

展

示

、

災

害

派

遣

セ

ッ

ト

の

操

作

体

験

並

び

に

Ｖ

Ｒ

体

験

を

行

っ

た

。

来

場

者

は

隊

員

の

説

明

を

受

け

た

り

写

真

を

撮

っ

た

り

し

て

興

味

津

々

の

様

子

で

あ

っ

た

。

特

に

装

備

品

展

示

が

大

変

好

評

で

、

偵

察

用

オ

ー

ト

バ

イ

に

ま

た

が

り

な

が

ら

「

排

気

量

は

何

Ｃ

Ｃ

で

す

か

？

」

と

い

う

質

問

や

、

「

こ

れ

で

災

害

派

遣

に

行

く

の

で

す

ね

。

お

疲

れ

様

で

す

。

」

な

ど

、

応

援

を

い

た

だ

く

場

面

も

あ

り

、

自

衛

隊

の

活

動

を

ご

理

解

頂

け

て

い

る

と

肌

で

感

じ

る

こ

と

が

で

き

た

。

豊

島

出

張

所

は

、

今

後

も

地

域

の

イ

ベ

ン

ト

に

積

極

的

に

参

加

し

、

防

災

意

識

の

高

揚

に

貢

献

す

る

と

と

も

に

、

幅

広

い

層

に

自

衛

隊

を

認

知

し

て

い

た

だ

く

た

め

、

活

動

を

継

続

す

る

と

し

て

い

る

。

東

京

地

本

コ

ー

ナ

ー

東

京

地

本

コ

ー

ナ

ー

３

週

連

続

で

大

学

学

園

祭

へ

参

加

３

週

連

続

で

大

学

学

園

祭

へ

参

加

軽装甲機動車の展示軽装甲機動車の展示

搬送体験の様子搬送体験の様子

14

年

ぶ

り

に

開

催

新

宿

区

総

合

防

災

訓

練

14

年

ぶ

り

に

開

催

新

宿

区

総

合

防

災

訓

練

東

村

山

市

防

衛

協

会

は

、

令

和

6

年

度

事

業

で

「

埼

玉

県

入

間

市

に

あ

る

航

空

自

衛

隊

入

間

基

地

」

の

研

修

を

12

月

3

日

（

火

）

に

行

い

ま

し

た

。

研

修

で

は

基

地

内

の

「

修

武

台

記

念

館

」

を

2

時

間

か

け

て

研

修

し

ま

し

た

。

記

念

館

は

、

陸

海

軍

の

航

空

隊

か

ら

の

現

在

ま

で

の

歴

史

を

展

示

し

て

お

り

貴

重

な

資

料

も

展

示

し

て

い

る

。

現

在

の

航

空

自

衛

隊

及

び

過

去

の

航

空

機

開

発

の

歴

史

等

の

広

報

ビ

デ

オ

で

編

制

・

任

務

を

学

び

ま

し

た

。

ま

た

、

戦

時

中

の

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

遺

品

や

教

育

訓

練

の

様

子

、

航

空

機

開

発

の

展

示

物

も

多

数

あ

り

、

当

時

の

日

本

の

技

術

水

準

や

教

育

要

領

を

知

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

現

在

の

航

空

自

衛

隊

が

日

本

領

空

を

守

る

要

と

し

て

活

躍

し

て

い

る

こ

と

を

再

認

識

し

、

安

全

保

障

環

境

が

厳

し

い

中

、

日

夜

勤

務

さ

れ

て

い

る

隊

員

の

皆

様

の

勤

務

実

態

を

知

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

研

修

後

は

、

隊

員

食

堂

で

美

味

し

い

昼

食

を

頂

き

、

貴

重

な

体

験

を

す

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

会

長

古

賀

新

一

郎

今

年

で

設

立

23

年

目

と

な

り

ま

し

た

武

蔵

野

市

防

衛

協

会

の

所

在

地

で

あ

る

武

蔵

野

市

は

、

戦

争

時

の

中

島

飛

行

機

製

作

所

が

あ

っ

た

場

所

と

し

て

本

州

で

は

Ｂ

29

の

空

襲

を

最

初

に

受

け

、

合

計

9

回

の

空

襲

を

受

け

多

く

の

方

が

お

亡

く

な

り

に

な

ら

れ

ま

し

た

。

今

は

、

そ

こ

も

都

立

武

蔵

野

中

央

公

園

と

し

て

、

市

民

の

憩

い

の

場

と

な

り

月

日

が

流

れ

て

い

る

こ

と

を

感

じ

ま

す

が

、

そ

の

戦

争

に

つ

い

て

は

武

蔵

野

市

が

11

月

24

日

を

武

蔵

野

市

平

和

の

日

と

し

て

後

世

に

伝

え

る

べ

く

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

武

蔵

野

市

防

衛

協

会

は

、

コ

ロ

ナ

禍

で

活

動

が

停

滞

し

ま

し

た

が

、

本

年

令

和

6

年

度

よ

り

活

動

を

コ

ロ

ナ

禍

前

に

戻

す

べ

く

活

動

中

で

す

。

6

月

に

は

、

吉

田

浩

介

東

京

都

防

衛

協

会

理

事

長

に

「

日

本

防

衛

の

課

題

」

と

題

し

て

ご

講

演

を

頂

き

総

会

、

懇

親

会

を

開

催

し

多

く

の

会

員

に

参

加

を

い

た

だ

き

今

後

の

活

動

の

報

告

も

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

今

後

も

日

本

の

国

土

国

民

を

守

る

自

衛

隊

へ

の

活

動

の

支

援

と

と

も

に

会

員

相

互

の

活

動

を

通

し

て

防

衛

協

会

の

発

展

に

寄

与

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

会

長

島

崎

義

司

日

野

市

防

衛

協

会

（

梅

田

俊

幸

会

長

）

は

、

7

月

19

日

に

「

航

空

自

衛

隊

航

空

中

央

音

楽

隊

チ

ャ

リ

テ

ィ

コ

ン

サ

ー

ト

」

を

開

催

し

ま

し

た

。

日

野

市

で

初

め

て

の

自

衛

隊

音

楽

隊

の

公

演

で

す

。

音

楽

隊

に

は

以

前

か

ら

お

願

い

を

し

て

い

た

と

こ

ろ

で

す

が

、

よ

う

や

く

実

現

し

ま

し

た

。

当

日

は

収

容

人

数

1
,
1
0
0

名

の

日

野

市

民

会

館

大

ホ

ー

ル

が

ほ

ぼ

満

席

と

な

り

、

航

空

中

央

音

楽

隊

の

素

晴

ら

し

い

演

奏

も

相

ま

っ

て

、

皆

様

に

は

十

分

楽

し

ん

で

頂

け

た

か

と

思

い

ま

す

。

ま

た

、

本

公

演

は

能

登

半

島

地

震

復

興

支

援

チ

ャ

リ

テ

ィ

と

し

て

開

催

し

、

4
9
6
,
5
6
7

円

の

募

金

が

寄

せ

ら

れ

、

全

額

を

「

珠

洲

市

能

登

半

島

地

震

災

害

義

援

金

」

に

寄

付

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。ご

来

場

の

皆

様

、

東

京

都

防

衛

協

会

を

は

じ

め

と

す

る

ご

後

援

を

頂

き

ま

し

た

各

団

体

様

、

ご

協

賛

を

賜

り

ま

し

た

市

内

外

の

各

企

業

様

、

団

体

様

に

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

運

営

に

関

わ

っ

た

青

年

部

会

、

女

性

部

会

、

多

く

の

協

力

者

の

お

か

げ

で

、

事

故

も

な

く

最

後

の

お

客

様

ま

で

送

り

出

せ

た

こ

と

が

何

よ

り

も

有

難

く

、

忘

れ

ら

れ

な

い

一

日

と

な

り

ま

し

た

。

事

務

局

長

青

木

保

彦

東

村

山

市

防

衛

協

会

は

、

令

和

6

年

度

事

業

で

「

埼

玉

県

入

間

市

に

あ

る

航

空

自

衛

隊

入

間

基

地

」

の

研

修

を

12

月

3

日

（

火

）

に

行

い

ま

し

た

。

研

修

で

は

基

地

内

の

「

修

武

台

記

念

館

」

を

2

時

間

か

け

て

研

修

し

ま

し

た

。

記

念

館

は

、

陸

海

軍

の

航

空

隊

か

ら

の

現

在

ま

で

の

歴

史

を

展

示

し

て

お

り

貴

重

な

資

料

も

展

示

し

て

い

る

。

現

在

の

航

空

自

衛

隊

及

び

過

去

の

航

空

機

開

発

の

歴

史

等

の

広

報

ビ

デ

オ

で

編

制

・

任

務

を

学

び

ま

し

た

。

ま

た

、

戦

時

中

の

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

遺

品

や

教

育

訓

練

の

様

子

、

航

空

機

開

発

の

展

示

物

も

多

数

あ

り

、

当

時

の

日

本

の

技

術

水

準

や

教

育

要

領

を

知

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

現

在

の

航

空

自

衛

隊

が

日

本

領

空

を

守

る

要

と

し

て

活

躍

し

て

い

る

こ

と

を

再

認

識

し

、

安

全

保

障

環

境

が

厳

し

い

中

、

日

夜

勤

務

さ

れ

て

い

る

隊

員

の

皆

様

の

勤

務

実

態

を

知

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

研

修

後

は

、

隊

員

食

堂

で

美

味

し

い

昼

食

を

頂

き

、

貴

重

な

体

験

を

す

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

会

長

古

賀

新

一

郎

今

年

で

設

立

23

年

目

と

な

り

ま

し

た

武

蔵

野

市

防

衛

協

会

の

所

在

地

で

あ

る

武

蔵

野

市

は

、

戦

争

時

の

中

島

飛

行

機

製

作

所

が

あ

っ

た

場

所

と

し

て

本

州

で

は

Ｂ

29

の

空

襲

を

最

初

に

受

け

、

合

計

9

回

の

空

襲

を

受

け

多

く

の

方

が

お

亡

く

な

り

に

な

ら

れ

ま

し

た

。

今

は

、

そ

こ

も

都

立

武

蔵

野

中

央

公

園

と

し

て

、

市

民

の

憩

い

の

場

と

な

り

月

日

が

流

れ

て

い

る

こ

と

を

感

じ

ま

す

が

、

そ

の

戦

争

に

つ

い

て

は

武

蔵

野

市

が

11

月

24

日

を

武

蔵

野

市

平

和

の

日

と

し

て

後

世

に

伝

え

る

べ

く

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

武

蔵

野

市

防

衛

協

会

は

、

コ

ロ

ナ

禍

で

活

動

が

停

滞

し

ま

し

た

が

、

本

年

令

和

6

年

度

よ

り

活

動

を

コ

ロ

ナ

禍

前

に

戻

す

べ

く

活

動

中

で

す

。

6

月

に

は

、

吉

田

浩

介

東

京

都

防

衛

協

会

理

事

長

に

「

日

本

防

衛

の

課

題

」

と

題

し

て

ご

講

演

を

頂

き

総

会

、

懇

親

会

を

開

催

し

多

く

の

会

員

に

参

加

を

い

た

だ

き

今

後

の

活

動

の

報

告

も

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

今

後

も

日

本

の

国

土

国

民

を

守

る

自

衛

隊

へ

の

活

動

の

支

援

と

と

も

に

会

員

相

互

の

活

動

を

通

し

て

防

衛

協

会

の

発

展

に

寄

与

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

会

長

島

崎

義

司

日

野

市

防

衛

協

会

（

梅

田

俊

幸

会

長

）

は

、

7

月

19

日

に

「

航

空

自

衛

隊

航

空

中

央

音

楽

隊

チ

ャ

リ

テ

ィ

コ

ン

サ

ー

ト

」

を

開

催

し

ま

し

た

。

日

野

市

で

初

め

て

の

自

衛

隊

音

楽

隊

の

公

演

で

す

。

音

楽

隊

に

は

以

前

か

ら

お

願

い

を

し

て

い

た

と

こ

ろ

で

す

が

、

よ

う

や

く

実

現

し

ま

し

た

。

当

日

は

収

容

人

数

1
,
1
0
0

名

の

日

野

市

民

会

館

大

ホ

ー

ル

が

ほ

ぼ

満

席

と

な

り

、

航

空

中

央

音

楽

隊

の

素

晴

ら

し

い

演

奏

も

相

ま

っ

て

、

皆

様

に

は

十

分

楽

し

ん

で

頂

け

た

か

と

思

い

ま

す

。

ま

た

、

本

公

演

は

能

登

半

島

地

震

復

興

支

援

チ

ャ

リ

テ

ィ

と

し

て

開

催

し

、

4
9
6
,
5
6
7

円

の

募

金

が

寄

せ

ら

れ

、

全

額

を

「

珠

洲

市

能

登

半

島

地

震

災

害

義

援

金

」

に

寄

付

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。ご

来

場

の

皆

様

、

東

京

都

防

衛

協

会

を

は

じ

め

と

す

る

ご

後

援

を

頂

き

ま

し

た

各

団

体

様

、

ご

協

賛

を

賜

り

ま

し

た

市

内

外

の

各

企

業

様

、

団

体

様

に

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

運

営

に

関

わ

っ

た

青

年

部

会

、

女

性

部

会

、

多

く

の

協

力

者

の

お

か

げ

で

、

事

故

も

な

く

最

後

の

お

客

様

ま

で

送

り

出

せ

た

こ

と

が

何

よ

り

も

有

難

く

、

忘

れ

ら

れ

な

い

一

日

と

な

り

ま

し

た

。

事

務

局

長

青

木

保

彦

地区防衛協会コーナー地区防衛協会コーナー

東

村

山

市

東

村

山

市

武

蔵

野

市

武

蔵

野

市

日

野

市

日

野

市

研修中の様子研修中の様子

防衛講演会の様子防衛講演会の様子

コンサート後の花束贈呈コンサート後の花束贈呈

９

月

26

日

、

自

衛

隊

体

育

学

校

（

朝

霞

）

で

第

28

回

全

自

衛

隊

陸

上

競

技

会

が

開

催

さ

れ

、

第

１

師

団

か

ら

１

普

連

、

32

普

連

、

34

普

連

及

び

司

令

部

付

隊

の

隊

員

が

参

加

し

た

。

本

陸

上

競

技

会

は

各

種

目

の

参

加

標

準

記

録

を

突

破

し

た

陸

・

海

・

空

の

３

自

衛

隊

か

ら

約

４

０

０

名

の

隊

員

が

出

場

し

、

自

衛

隊

の

頂

点

を

決

め

る

大

会

で

あ

る

。

女

子

３

０

０

０

ｍ

で

は

32

普

連

か

ら

参

加

し

た

原

士

長

が

ト

ラ

ッ

ク

最

後

の

１

周

ま

で

３

位

以

下

を

寄

せ

付

け

な

い

接

戦

を

繰

り

広

げ

、

僅

差

で

の

２

位

入

賞

と

な

っ

た

。

男

子

３

０

０

０

ｍ

で

は

１

普

連

か

ら

古

川

１

士

が

参

加

し

、

大

会

新

記

録

を

叩

き

出

し

て

優

勝

し

た

の

を

皮

切

り

に

、

男

子

５

０

０

０

ｍ

で

は

１

普

連

か

ら

参

加

し

た

中

光

士

長

が

終

始

レ

ー

ス

を

先

頭

で

支

配

し

、

２

位

に

約

22

秒

以

上

の

差

を

つ

け

て

優

勝

、

さ

ら

に

男

子

１

０

０

０

０

ｍ

で

は

１

普

連

の

日

野

原

士

長

が

参

加

し

、

序

盤

は

先

頭

集

団

で

レ

ー

ス

を

支

配

し

、

後

半

で

一

気

に

ス

パ

ー

ト

を

か

け

２

位

に

約

18

秒

の

差

を

つ

け

て

優

勝

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

、

１

普

連

は

中

・

長

距

離

種

目

に

お

い

て

全

種

目

優

勝

と

い

う

大

会

初

の

快

挙

を

達

成

し

た

。

こ

の

３

人

は

昨

年

大

会

の

５

０

０

０

ｍ

の

１

位

か

ら

３

位

ま

で

を

独

占

し

た

メ

ン

バ

ー

で

、

本

大

会

は

中

・

長

距

離

種

目

１

位

を

独

占

す

る

と

の

意

気

込

み

で

臨

ん

で

い

た

。

閉

会

式

で

は

各

賞

の

表

彰

式

が

行

わ

れ

、

男

子

３

０

０

０

ｍ

で

大

会

新

記

録

を

記

録

し

た

中

光

士

長

に

は

優

秀

賞

が

、

１

０

０

０

０

ｍ

で

優

勝

し

た

日

野

原

士

長

に

は

円

谷

幸

吉

賞

が

体

育

学

校

長

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

に

贈

ら

れ

た

。

第

１

師

団

（

練

馬

）

は

10

月

18

日

に

行

わ

れ

た

令

和

６

年

度

千

鳥

ヶ

淵

戦

没

者

墓

苑

秋

季

慰

霊

祭

に

お

い

て

、

第

１

普

通

科

連

隊

を

基

幹

と

し

た

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

合

同

に

よ

る

部

隊

参

列

及

び

部

隊

礼

拝

を

実

施

し

た

。

慰

霊

祭

は

ご

遺

族

を

は

じ

め

常

陸

宮

妃

殿

下

を

お

迎

え

し

て

、

政

府

高

官

、

各

国

駐

日

大

使

・

駐

在

武

官

の

ほ

か

、

統

合

幕

僚

長

、

陸

・

海

・

空

幕

僚

長

等

の

多

数

の

関

係

者

が

参

列

し

、

厳

粛

に

執

り

行

わ

れ

た

。

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

合

同

部

隊

の

30

名

の

隊

員

は

、

航

空

自

衛

隊

音

楽

隊

に

よ

る

「

国

の

鎮

め

」

の

演

奏

の

中

、

先

の

大

戦

で

な

く

な

ら

れ

、

現

在

の

平

和

の

礎

と

な

ら

れ

た

戦

没

者

に

対

し

て

、

鎮

魂

の

捧

げ

銃

を

行

い

、

粛

々

と

そ

の

責

務

を

果

た

し

た

。

参

列

し

た

隊

員

か

ら

は

「

先

の

大

戦

で

亡

く

な

ら

れ

た

全

て

の

戦

没

者

へ

の

追

悼

の

誠

を

示

す

た

め

に

臨

ん

だ

」

な

ど

各

人

が

内

な

る

思

い

を

持

っ

て

臨

ん

だ

こ

と

が

伺

え

る

言

葉

が

聞

か

れ

た

。

９

月

26

日

、

自

衛

隊

体

育

学

校

（

朝

霞

）

で

第

28

回

全

自

衛

隊

陸

上

競

技

会

が

開

催

さ

れ

、

第

１

師

団

か

ら

１

普

連

、

32

普

連

、

34

普

連

及

び

司

令

部

付

隊

の

隊

員

が

参

加

し

た

。

本

陸

上

競

技

会

は

各

種

目

の

参

加

標

準

記

録

を

突

破

し

た

陸

・

海

・

空

の

３

自

衛

隊

か

ら

約

４

０

０

名

の

隊

員

が

出

場

し

、

自

衛

隊

の

頂

点

を

決

め

る

大

会

で

あ

る

。

女

子

３

０

０

０

ｍ

で

は

32

普

連

か

ら

参

加

し

た

原

士

長

が

ト

ラ

ッ

ク

最

後

の

１

周

ま

で

３

位

以

下

を

寄

せ

付

け

な

い

接

戦

を

繰

り

広

げ

、

僅

差

で

の

２

位

入

賞

と

な

っ

た

。

男

子

３

０

０

０

ｍ

で

は

１

普

連

か

ら

古

川

１

士

が

参

加

し

、

大

会

新

記

録

を

叩

き

出

し

て

優

勝

し

た

の

を

皮

切

り

に

、

男

子

５

０

０

０

ｍ

で

は

１

普

連

か

ら

参

加

し

た

中

光

士

長

が

終

始

レ

ー

ス

を

先

頭

で

支

配

し

、

２

位

に

約

22

秒

以

上

の

差

を

つ

け

て

優

勝

、

さ

ら

に

男

子

１

０

０

０

０

ｍ

で

は

１

普

連

の

日

野

原

士

長

が

参

加

し

、

序

盤

は

先

頭

集

団

で

レ

ー

ス

を

支

配

し

、

後

半

で

一

気

に

ス

パ

ー

ト

を

か

け

２

位

に

約

18

秒

の

差

を

つ

け

て

優

勝

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

、

１

普

連

は

中

・

長

距

離

種

目

に

お

い

て

全

種

目

優

勝

と

い

う

大

会

初

の

快

挙

を

達

成

し

た

。

こ

の

３

人

は

昨

年

大

会

の

５

０

０

０

ｍ

の

１

位

か

ら

３

位

ま

で

を

独

占

し

た

メ

ン

バ

ー

で

、

本

大

会

は

中

・

長

距

離

種

目

１

位

を

独

占

す

る

と

の

意

気

込

み

で

臨

ん

で

い

た

。

閉

会

式

で

は

各

賞

の

表

彰

式

が

行

わ

れ

、

男

子

３

０

０

０

ｍ

で

大

会

新

記

録

を

記

録

し

た

中

光

士

長

に

は

優

秀

賞

が

、

１

０

０

０

０

ｍ

で

優

勝

し

た

日

野

原

士

長

に

は

円

谷

幸

吉

賞

が

体

育

学

校

長

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

に

贈

ら

れ

た

。

第

１

師

団

（

練

馬

）

は

10

月

18

日

に

行

わ

れ

た

令

和

６

年

度

千

鳥

ヶ

淵

戦

没

者

墓

苑

秋

季

慰

霊

祭

に

お

い

て

、

第

１

普

通

科

連

隊

を

基

幹

と

し

た

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

合

同

に

よ

る

部

隊

参

列

及

び

部

隊

礼

拝

を

実

施

し

た

。

慰

霊

祭

は

ご

遺

族

を

は

じ

め

常

陸

宮

妃

殿

下

を

お

迎

え

し

て

、

政

府

高

官

、

各

国

駐

日

大

使

・

駐

在

武

官

の

ほ

か

、

統

合

幕

僚

長

、

陸

・

海

・

空

幕

僚

長

等

の

多

数

の

関

係

者

が

参

列

し

、

厳

粛

に

執

り

行

わ

れ

た

。

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

合

同

部

隊

の

30

名

の

隊

員

は

、

航

空

自

衛

隊

音

楽

隊

に

よ

る

「

国

の

鎮

め

」

の

演

奏

の

中

、

先

の

大

戦

で

な

く

な

ら

れ

、

現

在

の

平

和

の

礎

と

な

ら

れ

た

戦

没

者

に

対

し

て

、

鎮

魂

の

捧

げ

銃

を

行

い

、

粛

々

と

そ

の

責

務

を

果

た

し

た

。

参

列

し

た

隊

員

か

ら

は

「

先

の

大

戦

で

亡

く

な

ら

れ

た

全

て

の

戦

没

者

へ

の

追

悼

の

誠

を

示

す

た

め

に

臨

ん

だ

」

な

ど

各

人

が

内

な

る

思

い

を

持

っ

て

臨

ん

だ

こ

と

が

伺

え

る

言

葉

が

聞

か

れ

た

。

第１師団第１師団

１

普

連

が

中

・

長

距

離

種

目

を

独

占

全

自

陸

上

競

技

会

に

歴

史

を

刻

む

１

普

連

が

中

・

長

距

離

種

目

を

独

占

全

自

陸

上

競

技

会

に

歴

史

を

刻

む

追

悼

の

誠

を

捧

ぐ

追

悼

の

誠

を

捧

ぐ

古川１士、中光士長、日野原士長古川１士、中光士長、日野原士長

鎮魂の捧げ銃鎮魂の捧げ銃


